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Abstract Fringe color, seasonal wing-morph and adult size of Eurema hecabe (L.) were 
investigated in wild-caught individuals from Okinawa-jima Island. Butterflies with different 
fringe-color types (brown and yellow types) for the forewing upperside existed sympatrically on 
this island while those from Isigaki-jima I. were only of the brown type and those from Honshu 
(Tokyo) were of the yellow type. Seasonal morph variation was also different between these 
two types as well as those of the Ishigaki-jima I. population and of the Honshu population, 
which differed from each other. In particular, this difference was clearer in individuals caught 
in the autumn season than in the summer one. Furthermore, each type of adult females seemed 
to utilize different host plants. Thus, whether individuals with these different characters 
sympatrically inhabiting Okinawa-jima I. are different forms within one species or belong to a 
separate species is a very interesting problem and should be re-investigated in future. 
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序 


キチ ョ ツウ , Eurema hecabe (Linnaeus, 1758) は 東洋 熱帯 を 中 心 に 亜熱帯 か ら 温帯 に か け て 広く 分 布 す 
る . 本 種 は 多 化 性 で , 成虫 は 季節 型 変異 を 示す (Yata, 1989). また , 逆 表 に お ける 季節 変異 の 程度 は 
北 ほ ど 大 きく , 南 に 行く に つれ て その 程度 は 減少 する が , 一 方 翔 裏面 の 変化 は 逆 に 南 に 行く ほど 増大 
する . 寄主 植物 と し て は , 主 に マメ 科 (Fabaceae) が よく 知ら れる が , 地域 に より クロ ウメ モドキ 科 
(Rhamnaceae) や トウ ダイ グ サ 科 (Euphorbiaceae) の 種 も 利用 きれ て いる (Yata, 1995). 最近 。 オト 
ギリ ソウ 科 (Guttiferae) O 1 f& (Cratoxylum | cochinchinense) も 利用 きれ て いる こと が 判明 し た ( 福 
FA, 北村 , 私 信 ). 


日 本 で は , キチ ョ ウ は 本 州 か ら 南 西 諸 島 に か け て 普通 に み ら れ る が , 贅 斑 紋 の 季節 的 変異 に 関し て 少 
な く と も 2 つの グル ー プ (九州 以 北 の 温帯 グル ー プ と 南西 諸島 の 亜熱帯 グル ー プ ) に 分 けら れる ( 福 
田 他 , 1982; F832, 1990). Kato & Handa (1992) (X, 本 州 東京 産 と 南西 諸島 石垣 島 産 の 個体 群 の 問 で 
は 季節 型 発現 が 異な る こと を 実験 的 に 示し た . すなわち , 亜熱帯 グル ー プ に あたる 後者 は , WHT 
ルー プ の 前 者 より も 日 長 や 温度 に 対す る 季節 型 反応 が 弱く , また 成虫 休眠 性 も 弱かっ た . さら に , こ 
れ ら の 両 個体 群 の 間 で は , 利用 で きる 寄主 植物 種 (亜熱帯 性 と 温帯 性 と いう よう に ) が 異な り , 両者 
の 間 に は 食性 分 化 が 起こ っ て いる こと が 野外 観察 な ら び に 飼育 実験 に より 明らか と な っ た (Kato et 
al., 1992). 


これ ら の 両 グ ルー プ が 日 本 の 亜熱帯 域 か ら 温帯 域 に あか け て どう いう 分 布 を 示す の か , 特に 季節 型 変異 
や 寄主 植物 種 は 地域 個体 群 の 問 で は 異な る の か どう か は , 本 種 の 生物 地理 や 分 化 を 理解 する 上 で きわ 
め て 重要 な 問題 で ある . 特に 両者 の 分 布 の 境界 領域 で の 調査 は 大 変 興 味 深い と 思わ れる . 本 論文 で は , 
野外 調査 の 結果 か ら , 南西 諸島 沖縄 島 に お いて は 両 グ ルー プ の 特徴 を 持つ キチ ョ ツウ 個体 が 混在 し て 生 
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Fig. 1. Observation sites and ratios of brown type and yellow type in wild-caught individuals 
of Eurema hecabe on Okinawa-jiama I. 


息 し て いる こと を 報告 する . 


材料 と 方 法 


1992 年 11 H, 1993 年 お よび 1994 年 の 5 月 に か け て , 沖縄 県 沖縄 島 の 各地 (11 地点 ) に お いて キチ ョ 
ウッ の 成虫 (ie 242 頭 , HE 133 頭 ) を 捕獲 し . それ ら の 性 別 , BREA, 次 の 斑紋 パタ ー ン , BEER 
録 し た . 


縁 毛色 に つい て は , 本 研究 の 進行 中 に 大 絢 す る と 2 種 あ る こと に 気づき 以下 の 基準 に 従っ て 分 上 類 し た . 
採集 し た 個体 の 前 翔 表面 を 肉眼 また は 実体 顕微 鏡 下 で 観察 し , RESTA CHAD, 贅 脈 間 に 横 に 走 
る 細い 褐色 の 線 以外 すべ て 黄色 と いう 個体 を [黄色 型 ] とし, 後 角 以 外す べ て 褐色 か , 黄色 部 分 と 褐色 
部 分 が モザ イク 状 に 分 布 す る 個体 を 「 褐 色 型 ] と し た . また , 緑 毛 が 脱落 し て どちら の 型 に 属す る の か , 
不明 の 個体 が み ら れ た だ が, これら の 割合 も 参考 の た め に 示し た . 比較 の た め に 石垣 島 (真栄 里 ) 個体 
群 お よび 本 州 (東京 ) 産 の キチ ョ ウ も 調査 し た . 前 者 は , 199 年 5 月 に 採集 し た 雄 38 頭 , 雌 23 頭 , 
お よび 11 月 採集 の 雄 12158, 雌 76 頭 に つい て , 後者 は 1995 年 6 月 に 採集 し た 雄 30 頭 , 雌 21 頭 , お 
よび 10 月 採集 の 雄 30 頭 , 雌 21 頭 に つい て 調査 し た . 


- 季節 型 の 判定 は , Kato & Handa (1992) に 従い , 前 欧 表 面 の 黒 帯 の 形 と 大 き さ に つい て 7 段階 (BO- 
B6) を , また 前 贅 裏 面 の 褐色 斑紋 の 発達 程度 に つい て は 4 段階 (M0-M3) を 区 別 し た . すなわち , 前 
者 に つい て は , それ が 最も 発達 し た も の を BOLL, 痕跡 的 な ゎぁ も の を B6 と し た . 後者 に つい て は , € 
れ が 現れ て いな いも の を MOLL, 幅広 く 発達 し て いる も の を M3 と した. 


さき さらに, 調査 地 で の 成虫 の 頻度 や サイ ズ (EMAAR? F ACHE), 成虫 の 産卵 行動 , 寄主 植物 上 
の 卵 や 幼虫 の 有無 な ど を 観察 し た . 
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Fig.2. Variation of the upperside (B-score) in brown and yellow types of E. hecabe on 
Okinawa-jima I. Values in parentheses are median. B-scores differ significantly (p< 
0.0002, U-test) between the two types except in the case of females in May. 


OR 


1. 沖縄 島 各 地 に お ける 各 縁 毛色 型 キ チョ ウ の 分 布 


Fig.1 は , 沖縄 島 11 地点 に お いて 採集 し た 成虫 の 縁 毛色 型 の 頻度 分 布 を 示す . 褐色 型 は , 沖縄 島 北部 
DEF (2: 括弧 内 の 数 字 は Fig.1 の 図 中 の 数 字 と 同じ . 以下 同 ), BRK (3), 津波 (④, 南部 の 知念 
(9) に お いて 70% か ら 90% と 大 きい 割合 を 占め た の に 対し て , 黄色 型 は 北部 の 茅 打 ち バ ンタ (1), 名 
護 (5) 中 部 の 中 城 ⑦, 南部 の 那覇 ⑬, 名城 0D に お いて 多く み ら れ , その 割合 は ほぼ 60% DS 
100% で あっ た . 多く の 地点 で は 両方 の 型 の 個体 が み ら れ た が , 北部 の 幸喜 ©), 南部 の 百名 (10) で 
は , 両方 の 割合 は ほぼ 半々 で あっ た . 


比較 の た め に 調べ た 石垣 島 産 キチ キョ ツウ は 調べ た 限り , すべ て 褐色 型 個体 で あり , 一 方 東京 産 キ を チョウ 
ik, すべ て 黄色 型 で あっ た . 


2. 各 型 に お ける 季節 型 変 異 


Fig. 2 は , ? 月 と 11 月 に お ける 各 縁 毛色 型 に お ける 前 次 表面 の 黒 帯 の 変異 (6 スコ ア ) を 示す . SAC 
は , 褐色 型 と 黄色 型 共に 典型 的 な 夏 型 に 相当 する BO を 示す 個体 が 大 変 多 か っ た 、 し か し , 雄 だ け は 
黒 帯 幅 が 多少 狭い Bl か ら B3 の スコ ア を 示し た も の が か な りみ られ た が , 雌 で は その よう な 傾向 は き 
わ め て 少な か っ た . また 黄色 型 で は , 例外 的 に 秋 型 に 相当 する BS の 個体 が 雌 に み ら れ だ た だ. 一 方 , 11 
月 に な る と , 両 縁 毛色 型 の 間 で 変異 幅 が は っ きり と 異な っ て いた . すなわち , 褐色 型 で は , B スコ ア 
の 範囲 は BO か ら B4 まで で あり , 特に 雄 で は BA の 個体 が 多かっ た . これ に 対し て , 黄色 型 で は B ス 
コア の 幅 は さら に 広がり , BS か ら B6 の スコ ア を 示す 個体 の 数 が 増加 し た . 


前 次 裏面 の 褐色 斑紋 の 変異 (M スコ ア ) は Fig. 3 に 示さ れ て いる . $ 月 に は , 縁 毛色 型 に か か わら ず , 
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Fig.3. Variation of the underside (M-score) in brown and yellow types of E. hecabe on 
Okinawa-jima I. Values in parentheses are median. M-scores for males and females in 
November differ significantly (p «0.001, U-test) between the two types. 


ほとん どの 個体 が MO を 示し た . 褐色 斑紋 を 持っ た 個体 は きわ め て 僅か で あっ た . 一 方 , 11 月 で は 個 
体 差 が 著しかっ た が , その 発現 傾向 は 両者 の 間 で 異な っ て いた . すなわち , 褐色 型 で は 発達 の 最も 著 
Lu M3 スコ ア の 個体 が か な りみ られ た が , 黄色 型 で は M3 の 個体 は み ら れ ず , その 広がり は M2 IE 
まり で あっ だ た. 


3. 各 型 に お ける 成虫 サイ ズ の 比較 


Fig. 4 に 示す よう に , 前 次 長 は いずれ の 型 に お いて も 5 月 より も 11 月 の 方 が 多少 短かっ た . し か し , 
縁 毛色 型 の 間 で 比較 する と , 褐色 型 の 個体 の 方 が 黄色 型 の それ より も 明らか に 長かっ た . 5 月 で は , 
褐色 型 の 個体 は ほぼ 22-27 mm DWR [平均 値 は 24.6 mm (E), 25.0 mm W] で あっ た が , 黄色 型 の 
XB (X 20-24 mm [平均 22.5 mm GË), 21.8 mm W] で あっ た . 一 方 , 11 月 で は , 前 者 の 個体 で は , 
17-26 mm [平均 値 22.9 mm (f£), 20.0 mm ( 雌 )] と な り , 後者 で は 17-24 mm [平均 値 20.7 mm (HE), 
20.0 mm (Jf] で あっ た . 


Figs 5-6 は 野外 採集 し た 両 型 の 成虫 標本 の 写真 で ある . それ に よっ て も 両 型 の 斑紋 変異 の みな ら ず . 
サイ ズ 差 異 も 明らか に 異な る こと が 分 か る . 
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Fig. 4. Distribution frequencies of forewing length in brown and yellow types of E. hecabe on 
Okinawa-jima I. Values in parentheses show mean+S.D. The forewing lengths differ 
significantly (p <0.0001, t-test) between the two types. 


4. 各地 に お ける 寄主 植物 と 成虫 の 行動 


Table | は , 調査 期間 中 に 観察 で きた 寄主 植物 の リス ト で ある . 限ら れ た 期間 で の 調査 ゆめ ゆえ. それ は 完 
全 な も の と は 思わ れ な い が , ここ に 記載 する . マメ 科 の ハマ セン ナ (Ormocarpum cochincinense) は , 
北部 の 佐 手 Q) BAK (3) 津波 (4) の 山 の 斜 面 に 自生 し て 杯 を 形成 し , 極め て 豊富 に み ら れ た . そ 
の 他 に は , 北部 の 名 護 (5), 幸喜 (6) そし て 南部 の 知念 9) に も み ら れ た が , これ ら の 地域 で は その 
数 は 少な く , 空き 地 や 道路 際 に み ら れ た だ け で あっ た . モク セン ナ (Cassia surattensis) (X, 那覇 で み 
られ た が , ハマ セン ナ と は 対照 的 に 市 街 地 や 公園 に 植 栽 きれ て いた . マメ 科 の メド ハギ (Lespedeza 


Table 1. Host-plant species of Euremal hecabe observed at each locality on Okinawa-jima Island. 








Ormocarpum Cassia Lespedeza Berchemia Rhamnus 
cochinchinense Surattensis cuneata lineata liukiuensis 
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Fig. 5. Wild-caught butterflies of brown type on Okinawa-jima I. A-D: g. E-H: 9$. 
Left upperside. Right Underside. A: May 11, 1994, Nuuha. B: May 11, 1994, 
Kouki. C: November 22, 1992, Hyakuna. D: Nobemver 17, 1992, Nago. E: May 
12, 1994, Sate. F: May 12, 1994, Nuuha. G: November 17, 1992, Nago. H: Novem- 
ber 22, 1992, Hyakunua. (1.02 actual size). 
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Fig.6. Wild-caught butterflies of yellow type on Okinawa-jima I. 
Left: upperside. Right Underside. A: May 10, 
Kouki. C: November 22, 1992, Hyakuna. 
10, 1994, Kouki. 


November 17, 1992, Nago. (1.02 actual size). 


A-D: 7. E-H: $4. 
1994, Kouki. B: May 10, 1994, 
D: Nobemver 17, 1992, Nago. E: May 
F: May 10, 1994, Kouki. G: November 22, 1992, Nago. H: 
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cuneata) に つい て は , 北部 で は 佐 手 (2) や ゃ 鱗 波 (3) の 林道 や 林内 の 空き 地 に み ら れ た が , それ ほど 
多く は な か っ た . これ ら の 場所 は , ハマ セン ナ の 自生 地 と は か な り 離 ん れ て いた . メド ハギ は , BE 
(5) や 幸喜 (6) で は , 空き 地 や 道路 際 な ど 数 箇所 に わた っ て み ら れ た が , その 数 は 名 護 で 特に 多かっ 
た . クロ ウメ モドキ 科 の ヒメ クマ ヤナ ギ (Berchemia lineata) (X, 幸喜 (6) を は じ め 多 く の 地 域 で 観 
察 さ れ た . 発生 地 は いずれ も , 岩石 の 露出 し た 道路 際 や 空き 地 、 それ に 墓地 で あっ た . 特に , 幸喜 で 
は ハマ セン ナ と 同じ 場所 に た くさ ん 生え て いた . 最後 に , 同じ く ク ロウ メモ ドキ 科 の リュ ウキ ュ ウ ク 
ロウ メモ ドキ (Rhamnus liukiuensis) も いろ いろ な 地点 に み ら れ た が , 中 城 ⑦) や 名 城 (11) に は 特 
に 多かっ た . 林 縁 の も の が よく 目 に つい た が , 中 城 で は 公園 内 に 多く の 樹木 が 植え られ て いた . 
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各 縁 毛色 型 成虫 の 行動 は , 上 に 述べ た 寄主 植物 の 存在 に よく 対応 し て いた . すなわち , 採集 され た 褐 
色 型 の 成虫 は 、 ハマ セン ナ (Fig 7B, 7C) が 林立 する 山 の 斜 面 や 林 緑 (Fig. 7A, 7D) を 飛翔 し , MOR 
索 や 産卵 行動 を 行なっ て いた . 5 月 に は 卵 (Fig 7B) や 幼虫 (Fig. 7C) も た くさ ん み ら れ た . 11 月 に 
は , ハマ セン ナ は 落葉 し て いた (Fig. 7F) も の が 多かっ た が , 新芽 を 出し て いた も の も あり , それ へ 
の 秋 型 雌 (スコ ア BA) に よる 産卵 も み ら れ た だ た. 市街地 の モク セン ナ は この 頃 .、 ハマ セン ナ と は 対照 的 
に 新芽 や 若葉 が 豊富 で あり , 褐色 型 座 に よる 産卵 が み ら れ , 卵 や 幼虫 は 5 月 の 時 より も 多かっ た . 


一 方 , 黄色 型 の 成虫 は , ヒメ クマ ヤナ ギ の 生え る 路傍 や 墓地 (Fg7H) メド ハギ の 生え る 空き 地 
(Fig. 7K) な ど で 普 通 に 採集 きれ た . 調査 し た いずれ の 季節 に も 卵 , 幼虫 (Fig 7), 遇 (Fig 7L) が 
み ら れ た が , その 数 は 3 月 の 方 が 多かっ た . また , BS や B6 の スコ ア を 示す 個体 に よる ヒメ クマ ヤナ 
ギ や メド ハギ へ の 産卵 も 観察 きん れん た. リュ ウキ ュ ウ クロ ウメ モドキ (Fig. 7M) の 自生 する 山地 の 林 縁 
や 公園 内 に も 黄色 型 の 飛翔 や 産卵 が 見 られ た が , 産卵 は 不定 芽 か ふらの 若葉 や や 新芽 (Fig. 7N) に 限ら れ 
て いた だ た. この 植物 は 3 月 に は ほとん ど と 成長 し きっ た 葉 を つけ て お り , その よう な 葉 に は 卵 は み ら れ な 
か っ だ た. 


また , ハマ セン ナ と ヒメ クマ ヤナ ギ が 混在 し て 自生 し て いる 人 箇所 , た と えば 幸喜 (6) の ある 地点 
(Fig. 7E) で は , 両方 の 縁 毛色 型 の 成虫 の 飛翔 や 混 飛 が 観察 きれ た . 観察 し た か ぎり で は , ハマ セン ナ 
CEM. FEIN Clare Ol eH ONERE HS CA 0, ヒメ クマ ヤナ ギ へ の 定位 ・ 産 卵 は 黄色 型 の 雌 の み に 


み ら れ た. 
考 = 


FF aU BC BIA IBIO IE O TUE IAML LEE EAL AHS! (白水 , 1960; 川副 ・ 若 林 , 1976). 
九州 以 北 の 温帯 域 に 分 布 す る キチ ョ ウ の 個体 の 前 超 表 面 の 縁 毛色 は 黄色 で ある こと は 蝶 類 研究 家 の 間 
で は 一 般 に よく 知ら れ て いる . し か し 南西 諸島 な どの 亜熱帯 域 の キチ ョ ウ で は , 褐色 の 個体 の 存在 が 
旧 摘 され た (若林 ・ 川 副 , 1988) が , 詳細 な 研究 は な い . 本 研究 で の 野外 採集 個体 で の 調査 か ら , BEE 
色 は 本 州 (東京 ) 個体 和 群 で は 黄色 , 八重 山 諸島 (石垣 島 ) 個体 群 で は 褐色 と いう 具合 に . は っ きり と 
ーー つ の 異な る 型 に 分 けら れる こと が 確認 され た . 興味 ある こと に , 沖縄 諸島 (沖縄 島 ) で は 黄色 型 と 
褐色 型 の 両方 の 個体 が 混在 する が 明らか に な っ た . し か も その 分 布 は 同 所 的 で あり , た と えば 北部 と 
南部 と いう よう に は っ きり と 二分 され て いる も の で は な か っ た . 


本 種 の 季節 型 の 変異 様式 は , 石垣 島 と 本 州 と の 間 で 明らか に 異な る こと が 野外 調査 な ら び に 飼育 実験 
に お いて 明らか に され た (Kato & Sano, 1987; Kato & Handa, 1992). この こと は 日 本 産 キ チョ ウ で は 
温帯 と 亜熱帯 と いう 異な る 気候 に 適応 し た 個体 群 が あ る こと を 意味 する . 矢田 (1978) は 野外 採集 個 
体 を も と に し て , 沖縄 島 産 キチ ョ ウ の 季節 型 消 長 を 報告 し , 沖縄 島 の キチ ョ ツウ は 亜熱帯 域 の 特徴 を 
も っ た , すなわち 人 本州 産 より も 石垣 島 産 に 似 た 個体 群 で ある こと を 報告 し た . し か し , 著者 ら の 今回 
の 調査 で は , 本 州 な どの 温帯 域 で ふつ うに 見 られ る 秋 型 (スコ ア BS や BO) 個体 が か な り の 数 採集 さ 
れ た . この こと は 何 を 意味 する の だ ろう か 7? これ ら の 秋 型 個体 は 近隣 の 地域 か ら 偶 然 飛 来 し た も の 
だ ろう か 7? それ と も 沖縄 島内 に 生息 し て いる の だ ろう か 7? 野外 観察 で は , これ ら の 秋 型 に も 産卵 行 
動 が みとめ られ て いる . それ ゆえ, 飛来 と いう より は 島内 で の 発生 に よる も の と 推測 きれ る 





Fig.7. Host-plants and habitats of E. hecabe on Okinawa-jima I. A: A habitat with trees of 
O. cochinchinense. Adults of brown type were abundant, and seen flying and oviposit- 
ing in May (Nuuha). B: Eggs on O. cochinchinense (Nuuha) C: A larva on O. 
cochinchinense (Nuuha). D: Trees of O. cochinchinense (Tsuha). E: A habitat with 
both O. cochinchinense (a tree) and Berchemia lineata (a schrub) (Kouki). F: Defoliat- 
ed branches of O. cochinchinense with seeds (November). G: Branches bearing green 
leaves and flowers of Cassia surattensis (Naha). H: A habitat of Berchemia lineata, 
which are seen as shrubs (Kouki). I: A shrub of B. /ineata on the side of the road 
(Kouki). J: A larva on B. lineata (Kouki). K: An open place where adults of yellow 
type were flying around Lespedeza cuneata (Nago). L: A pupa on L. cuneata (Nago). 
M: Some branches of Rhamnus liukiuensis (Nuuha). N:: An egg on a young leaf of R. 
liukiuensis (Nakagusuku). 
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石垣 島 産 な ら び に 本 州 産 個 体 の 調査 か ら 明 ら か な よう に , 季節 型 変異 と 縁 毛色 型 は リン ク し て いる 
沖縄 島 で の 調査 で も , 前 翔 表 面 の 黒 帯 パ ター ン 変 化 と 裏面 の 褐色 斑紋 の 出現 程度 は , 褐色 型 個体 と 黄 
色 型 個体 の 間 で は 異な っ て いた . 特に , この 相違 は 夏 (S 月 ) に は よく 似 て いた が , fk (11 月 ) に は 
顕著 で あっ た . すなわち , 5 月 に は 褐色 型 ・ 黄 色 型 共に BO の 個体 が 最も 多 が っ た が , 11 月 に は 褐色 型 
で は スコ ア の 広がり は B4 まで で あっ た が , 黄色 型 で は B5 が 多く , さら に は B6 の 型 の 個体 も 多かっ 
た . さき さらに, 裏面 に つい て も 同様 の 関係 が み ら れ , $ 月 で は どちら の 型 で も MO の 個体 が ほとん ど で 
HY, 違い は な か っ た が , 11 月 で は 褐色 型 で は M3 の 個体 が 出現 し た が , 黄色 型 で は その よう な こと 
は な く , M2 まで の 個体 で あっ た . さら に , 褐色 型 の 変異 幅 は , 石垣 島 産 の それ に 類似 し , 黄色 型 の 
変異 幅 は 本 州 産 の それ に よく 似 て いた (Kato & Sano, 1987; Kato & Handa, 1992). これ ら の こと か ら , 
沖縄 島 の キチ ョ ウ が 将 の 斑紋 パタ ー ン の 季節 的 発現 を 異 に する , 系 統 的 に 異な る 2 グル ー プ (た と え を 
ば , 別種 ) に 分 けら れる の か , それ と も これ ら の 両 型 は 一 つの 種 の な か の 多 型 な の か , 極め て 興味 深 
ぃ 問題 を 提起 する . この こと を 明らか に する に は , 同一 の 雌 親 か ら の 子孫 を 使っ た 飼育 実験 や 交雑 実 
験 , さら に は 分 子 系 統 関係 な ど を 調べ る 必要 が ある . 現在 , この 方 向 で 研究 を 進め て いる 


意外 な こと に , 褐色 型 の 個体 と 黄色 型 の 個体 間 で は 成虫 の サイ ズ (前 次 長 ) に 違い が み ら れ た . 比較 
的 盛夏 採集 個体 の 方 が 秋 採 集 個 体 よ り も 大 きい と いう 季節 差 も ある が , 同一 季節 で は , 褐色 型 は 大 き 
€, 黄色 型 は 小型 で あっ た . この 大 小 が 他 の 形質 と リン ク し て 遺伝 的 差異 な の か , それ と も 以下 に 述 
べ る よう に 効 虫 の 食 草 の 違い を 反映 する の か , 興味 ある こと で ある . Kato (unpublished) よる と , 各 
型 の 幼虫 を ネム (Albizia julibrissin) で 飼育 し た と ころ , 成虫 の サイ ズ に 違い は み ら れ な か っ た . それ 
ゆえ , 野外 個体 に お ける 成虫 サイ ズ の 差異 は 育っ た 寄主 植物 の 違い を 反映 し て いる も の と 思わ れる 


今回 の 調査 に お いて , 沖縄 島 で の キチ ョ ウ の 寄主 植物 種 と し て , 3 種 が 確認 きれ た . すなわち , マメ 
科 の ハマ セン ナ , モク セン ナ ,。 メド ハギ , クロ ウメ モドキ 科 の ヒメ クマ ヤナ ギ , リュ ウキ ュ ウ クロ ウ 
メモ ドキ で ある . 成虫 の 行動 , 特に 産卵 行動 な どの 観察 か ら , 前 者 2 種 は 褐色 型 キ チョ ウ の 寄主 で あ 
り , 後者 3 種 は 黄色 型 キ チョ ウ の 寄主 で ある 可能 性 が 高い 。 し か し , この こと を 確認 する に は , 幼虫 
の 飼育 実験 を 待た ね ば な ら な い . 
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Summary 


Fringe color, seasonal wing-morph, adult size of the pierid butterfly Eurema hecabe from Okinawa- 
jima Island, Okinawa Prefecture, Japan were examined for wild adults caught in May and 
November at 11 collecting sites. 


For the fringe color of the forewing upperside, E. hecabe was classified into two types (brown and 
yellow), and adults of each type were seen at most sites sympatrically. These two types differed in 
seasonal morph pattern. In particular, the difference was obvious in the autumn season. In this 
season, the upperside score of the brown type remained B4 while the upperside score of the yellow 
type went up to B6. 


Adult size of E. hecabe from Okinawa-jima I. also differed between the two types. Furthermore, 
five species of host plants were found in this study. Females of each type seemed to oviposit on 
different host species. 


Whether individuals with these different characters inhabiting Okinawa-jima I. sympatrically are 
different forms within one species or belong to a separate species is a very interesting problem and 
should be re-investigated in future. 
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